2020/12/23改訂
評議員による活動助成事業要項

趣旨：日本家族看護学会の活動の活性化のために、評議員が主体的な「家族看護学の普及」に関する活動を推進する。

所掌する委員会：所掌は当面将来構想委員会が、この事業の広報活動、公募し応募してきた申請書の審査等を担当する。将来構想委員会は理事会・各委員会との関連性（重複等）を考慮したうえで、下記の審査基準にしたがって審査し決定する。

審査基準：①事業内容は、家族看護学の普及や浸透に貢献するものであること
　　　②活動者は、評議員と学会員から成り、評議員が活動の代表者として推進に
貢献する事業であること
③活動は、主に評議員が所属する地区において開催すること
④申請額およびその内訳が企画内容と照らし合わせて妥当であること
⑤企画された活動内容には、研究（会）・研修（会）・調査・相談などを含む

採択件数：年間２件（４月末に公募し、予算は１件上限10万円で年度２件まで、予算執行はその年度内とする）

実施スケジュール：
１月中に：総会終了後、評議員に対して助成事業の実施に関するお知らせを行う

４月１日～末日：評議員からの申請（様式１）　提出先：庶務担当理事
将来構想委員会における審査　　　
上記の審査基準に則って審査を行い、採択の可否、
助成額の原案を作成
５月　　　　新年度第１回理事会における審議
可否及び助成額の決定　　　　　　
サポートする担当理事の決定
必要に応じて修正案の提案も含めて、サポートを行う
６月～２月中旬頃まで：実施　進捗状況の確認（サポート担当理事）　　　　　　　　　　　　　　
８月末～９月：評議員会・総会報告　
　　　　　　　　決定についての報告　　　　　　　　　　　　　　
3月上旬まで：事業報告書の提出　　提出先：庶務担当理事
＊報告書提出から最も直近の理事会が報告する
[bookmark: _GoBack]＊次年度評議員会、総会において報告する
